
福岡真之介著『AI・データ倫理の教科書』（2022年 6月初版１刷）訂正・補遺 

 

株式会社メルカリでは、高い倫理性と社会性を有する企業研究開発組織のロールモデル構築を目

指し、大阪大学社会技術共創研究センターとの共同研究を行っております。また、本書第 4 章内の

「Ⅲ メルカリの取組み」の内容に関しまして、同センターと共同で進めていた取り組みについて

記述が漏れており、元の文章に加筆・修正することが望ましいと判断した箇所がございました。こ

こにお詫び申し上げます。読者のみなさまにおかれましては、該当箇所をそれぞれ以下の文章の下

線部分に差し替えて本書をご利用いただきますようお願い申し上げます。 

 

2022年 9月 弘文堂  

 

● 「Ⅰ.AI倫理に関する取組みが始まった経緯」 

「２ ボトムアップでの取組みの始まり」の 279頁 5行目～8行目 

■  一方、メルカリの研究開発組織である mercari R4D（以下、R4D）では、高い倫理性や

社会性を有する企業研究開発組織のロールモデル構築を目指し、大阪大学社会技術共創

研究センター（以下、阪大 ELSI センター）との共同研究を開始していました。こうした

課題意識と背景から、経営陣や管理部門ではなく開発現場の AI エンジニアと R4D の研究

者、さらに社外の ELSI 専門家として阪大 ELSI センターを迎え、AI 倫理に関する議論が

開始されました。その後、国内外の AI 倫理の政策動向をフォローしていた政策企画チー

ムが合流する形で、ボトムアップによる AI倫理に関するプロジェクトが開始しました。 

 

● 「Ⅳ.検討プロセス」 

「２ プロジェクト内での検討」285頁 9行目～12行目、286頁 5 行目～10行目 

■  AI 倫理に関する取組みは、AI 倫理原則を策定することから開始しました。まずは、倫

理原則を策定する際に参考となる政府系ガイドラインや、各社から公表されている AI 倫

理指針の情報を収集し、プロジェクトメンバー内の知識レベルを揃えてから、AI エンジ

ニアと R4D がドラフト版を作成しました。また、ドラフト作成時から、R4D と阪大 ELSI

センターの共同研究の枠組みの中で議論を行い、検討を進めていました。 

■  チェックリストの項目は、阪大 ELSI センターとの共同議論の中で検討が進められ、国

外のガイドラインである「ISAGO１）」、「ALTAI２）」と、経済産業省・AI原則の実践の在

り方に関する検討会の「AI 原則実践のためのガバナンス・ガイドライン ver1.1」の「別

添２.乖離評価例」および総務省・AI ネットワーク社会推進会議の「AI 利活用ガイドラ

イン」を参考にして策定しています。チェックリストについても、開発エンジニアにと

って負担感が少なく、過度に複雑なものになっていないか、わかりやすさを重視しつつ、

倫理的に重要な点を確認できる内容であるかということに留意しながらドラフト版を作

成しました。 

 
注釈 

１）シンガポール情報通信メディア開発庁（IMDA)、パーソナルデータ保護委員会(PDPC)、世界経済フォーラムによ

る「組織のための実装・自己評価ガイド(Implementation and Self-Assessment Guide for Organisations: 

ISAGO) 」 

２）欧州委員会の AI 高度専門家グループによる「信頼できる人工知能のアセスメントリスト (The Assessment List 

for Trustworthy Artificial Intelligence: ALTAI)」 

 

 

 

 


